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一
、
は
じ
め
に

　
「
田
真
説
話
」
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
二
十
四
孝
』

と
い
う
教
訓
書
に
収
録
さ
れ
た
後
で
あ
る
。『
二
十
四
孝
』
と
は
、
中
国

の
漢
時
代
以
来
の
古
い
孝
子
伝
か
ら
発
生
し
、
元
時
代
の
郭
居
敬
が
撰
述

し
た
、
二
十
四
人
の
孝
子
の
孝
行
話
を
集
め
た
書
物
で
あ
る
。
儒
教
の
孝

行
思
想
を
普
遍
す
る
教
訓
書
と
し
て
、
そ
の
影
響
力
は
大
き
い
。

　

ま
ず
初
め
に
、「
田
真
説
話
」
の
粗
筋
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

田
真
は
三
人
兄
弟
で
あ
っ
た
。
三
人
の
兄
弟
は
、
家
の
財
産
を
三
等
分
す

る
こ
と
に
し
た
。
家
に
は
一
本
の
紫
荊
樹
が
あ
り
、
こ
れ
も
三
等
分
す
る

こ
と
を
協
議
し
、
翌
日
、
木
を
切
ろ
う
と
現
場
に
出
向
く
と
、
木
は
枯
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
。
田
真
は
そ
の
こ
と
を
心
に
深
く
感
じ
、
木
を
切
る
こ

と
を
止
め
た
。
す
る
と
木
は
、
再
び
元
の
よ
う
に
蘇
り
、
兄
弟
た
ち
は
こ

の
こ
と
に
感
激
し
、
財
産
を
分
け
る
こ
と
を
止
め
、
後
に
は
孝
行
者
と
し

て
名
高
い
家
柄
と
な
っ
た
。

　
「
田
真
説
話
」
は
他
の
孝
子
説
話
と
比
べ
、
直
接
的
に
親
孝
行
を
行
う

話
で
は
な
く
、
兄
弟
の
間
に
お
け
る
財
産
分
与
の
話
が
要
点
と
な
っ
た
孝

行
話
で
あ
る
。
大
舜
、
孟
宗
、
王
祥
な
ど
の
有
名
な
孝
子
話
と
比
べ
、
一

見
す
る
と
、「
田
真
説
話
」
は
親
孝
行
の
要
素
が
薄
い
の
で
、
孝
子
説
話

史
の
中
で
は
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
研
究
が
少
な
く
、
一
般
的

に
は
、
孝
子
伝
、
二
十
四
孝
研
究
の
一
環
に
過
ぎ
ず
、
所
出
の
典
籍
を
示

す
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
孝
行
思
想
は
、
中
国
に
お
い
て

も
、
日
本
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
、
両
国
の
数
多
の
典
籍

に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。「
田
真
説
話
」
を
例
と
し
て
も
、
日
本
で

は
『
将
門
記
』、『
注
好
選
』、『
今
昔
物
語
集
』、
井
原
西
鶴
の
『
本
朝
二

十
不
孝
』
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

今
回
は
、
そ
の
生
成
経
路
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、「
田
真
説
話
」

の
原
話
と
考
え
ら
れ
る
「
三
荊
」
の
出
自
に
つ
い
て
の
考
察
を
し
て
み
た

い
。

二
、
先
行
研
究

　
「
田
真
説
話
」
の
出
典
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
柳
瀬
喜
代
志
氏
の
「「
三

荊
」
故
事
源
流
（
（
（

考
」
に
詳
し
い
。
ま
た
、
黒
田
彰
氏
は
「
三
矢
の
訓
と
荊

樹
連
陰
─
二
十
四
孝
の
享
受
─
」
の
中
で
、
そ
の
意
見
に
対
し
て
賛
意
を

表
し
て
い
（
（
（
る
。

　

柳
瀬
喜
代
志
氏
の
意
見
を
整
理
す
る
と
、
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

「
三
荊
」
の
出
自
に
つ
い
て
─
二
十
四
孝
の
田
真
説
話
の
研
究
─

張
　
　
滌
非
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三
荊
説
話
は
、「
兄
弟
雍
和
談
」（
古
上
留
田
行
（
と
い
う
素
朴
な
民
間

の
説
話
か
ら
、
士
大
夫
の
間
に
採
用
さ
れ
、
増
補
潤
色
を
重
ね
て
別
種
の

故
事
と
な
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
ま
ず
周
景
式
の
手
に
よ
っ
て
、「
孝

行
」
と
い
う
要
素
を
加
え
て
『
孝
子
伝
』
に
入
る
。
そ
の
周
景
式
撰
『
孝

子
伝
』
は
、
ま
た
三
つ
の
系
統
に
別
れ
て
、
継
承
、
発
展
さ
れ
て
い
く
。

系
統
Ａ　
「
兄
弟
雍
和
談
」
要
素
を
備
え
る
も
の

Ａ
①　

初
学
記
巻
十
八
所
引
の
「
田
真
故
事
」（
梁
の
呉
均
撰
の

『
続
斉
諧
記
』
が
出
典
（

Ａ
②　

五
臣
注
文
選
の
劉
良
の
注
に
引
く
「
田
真
故
事
」（
兄
弟
の

名
前
初
出
、「
荊
復
悦
茂
」
を
増
補
（

Ａ
③　

鳴
沙
石
室
古
籍
叢
残
本
に
収
載
す
る
唐
写
本
古
類
書
の
兄
弟

の
目
「
三
荊
」
の
条

Ａ
④　

宋
の
祖
庭
事
苑
巻
四
所
引
の
故
事
（
離
散
要
素
の
添
加
（

Ａ
⑤　

明
の
古
今
類
書
纂
要
巻
三
一
人
事
部
分
析
各
爨
類
所
引
の
故

事

Ａ
⑥　

Ａ
①
・
Ａ
②
・
Ａ
④
の
影
響
を
受
け
て
翻
案
し
た
今
昔
物
語

巻
第
十
震
旦
付
国
史
の
二
十
七
話

Ａ
⑦　

注
好
選
の
「
□
祖
返
レ

直
」
説
話

系
統
Ｂ　
「
孝
感
」
要
素
を
備
え
る
も
の

Ｂ
①　

琱
玉
集
巻
十
二
感
応
篇
に
あ
る
「
田
真
故
事
」

Ｂ
②　
『
続
斉
諧
記
』（
明
の
顧
元
慶
輯
顧
氏
文
房
小
説
な
ど
の
叢
書

類
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
に
あ
る
「
田
真
故
事
」

系
統
Ｃ　
「
離
別
」
要
素
を
備
え
る
も
の

Ｃ
①　

陸
機
の
「
豫
章
行
」
に
あ
る
「
三
荊
」（
兄
弟
の
離
別
（

Ｃ
②　
『
将
門
記
』
に
あ
る
「
三
荊
」（
夫
婦
の
生
き
別
れ
（

　

ま
た
、
黒
田
彰
氏
は
『
孝
子
伝
の
研
究
』
の
中
で
、「
孝
子
伝
、
二
十

四
孝
に
お
け
る
荊
樹
連
陰
の
故
事
は
、
孝
の
範
囲
を
兄
弟
に
ま
で
拡
張
し

た
も
の
だ
」
と
い
う
意
見
を
示
し
た
。

三
、
陸
機
の
「
三
荊
」
と
呉
均
の
「
田
真
説
話
」

　

柳
瀬
喜
代
志
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、「
田
真
説
話
」
の
出
自
に
関
し
て

の
最
も
早
い
資
料
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。
一
、「
古
上
留
田
行
」（
李

善
注
（
の
「
三
荊
同
一
根
生
」。
二
、
陸
機
の
詩
作
「
豫
章
行
」
の
「
三

荊
歓
レ

同
レ

株
」。
三
、
周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
の
「
荊
樹
連
陰
説
話
」。

四
、
梁
の
呉
均
撰
『
続
斉
諧
記
』
の
「
田
真
説
話
」
で
あ
る
。

　

ま
ず
、『
文
選
』（
南
朝
梁
・
簫
統
編　

五
二
六
年
～
五
三
一
年
（
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
陸
機
の
詩
作
「
豫
章
行
」
を
調
べ
た
。
中
国
の
詩
句
は
、

典
拠
や
故
事
を
踏
ま
え
て
作
る
の
が
詩
作
に
際
す
る
規
則
で
、
陸
機
の
詩

句
「
三
荊
」
の
典
拠
に
つ
い
て
、『
文
選
』
の
代
表
的
な
注
釈
書
で
あ
る

『
五
臣
集
注
文
選
』（
七
一
八
年
（
に
田
真
説
話
が
引
か
れ
て
い
（
3
（
る
。「
田

真
」
と
い
う
名
が
初
出
し
た
説
話
は
、『
続
斉
諧
記
』
に
あ
る
。「
京
兆
田

真
兄
弟
三
人
、
共
議
二

分
財
一。
生
貲
皆
平
均
。
惟
堂
前
一
株
紫
荊
樹
。
共

議
欲
レ

破
二

三
片
一。
明
日
就
截
レ

之
、
其
樹
即
枯
死
。
状
如
二

火
然
一。
真
往
見

レ

之
、
大
驚
。
謂
二

諸
弟
一

曰
、
樹
本
同
レ

株
、
聞
二

将
分
斫
一、
所
以
二

憔
悴
一。

是
人
不
レ

如
レ

木
也
。
因
悲
不
レ

自
レ

勝
、
不
二

復
解
一レ

樹
。
樹
応
レ

声
栄
茂
。

兄
弟
相
感
、
合
二

財
宝
一。
遂
為
二

孝
門
一。
真
仕
至
二

大
中
大
夫
一
陸
機
詩
云
三

荊
歓
レ

同
レ

株

■
（
4
（

」。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
こ
の
説
話
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
「
陸

機
詩
云
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。『
続
斉
諧
記
』
の
「
田

真
説
話
」
は
、
陸
機
の
詩
句
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
に
対
し
て
の
解
釈
を
意

味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、『
続
斉
諧
記
』
の
「
田
真
説
話
」
よ
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り
、
陸
機
の
詩
作
の
ほ
う
が
成
立
が
早
い
と
い
う
こ
と
が
判
る
。
し
か

し
、
文
選
注
に
は
「
田
真
説
話
」
を
陸
機
の
詩
句
の
典
拠
と
し
て
引
い
て

い
る
の
で
、
陸
機
の
詩
作
よ
り
も
、「
田
真
説
話
」
の
成
立
の
ほ
う
が
早

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
う
す
る
と
、
陸
機
の
詩
作
と
「
田
真
説
話
」

は
お
互
い
に
注
釈
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
で
、
成
立
年
代
上
に
矛
盾
が

生
じ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、「
豫
章
行
」
の
作
者
陸
機
と
、『
続
斉
諧
記
』
の
作
者
呉
均
の

生
没
年
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。『
中
国
歴
代
人
名
大
辞
典
』（
上

海
古
籍
出
版
社　

一
九
九
九
年
（
に
よ
る
と
、
陸
機
は
西
晋
の
人
で
、
生

没
年
は
二
六
一
年
～
三
○
三
年
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
呉
均
は
、
南

朝
・
梁
の
人
で
生
没
年
は
四
六
九
年
～
五
二
○
年
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

故
に
、『
続
斉
諧
記
』
の
「
田
真
説
話
」
よ
り
、
陸
機
の
詩
作
「
豫
章
行
」

に
あ
る
「
三
荊
」
の
ほ
う
が
、
成
立
が
早
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

田
真
と
い
う
名
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
の
中
で
は
『
続
斉
諧
記
』
に
初

め
て
出
る
の
で
、
陸
機
の
詩
句
「
三
荊
」
が
「
田
真
説
話
」
を
踏
ま
え
て

作
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

四
、
陸
機
の
「
三
荊
」
と
周
景
式
の
「
荊
樹
連
陰
説
話
」

　

次
に
、
周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
荊
樹
連
陰
説

話
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
自
体
は
す
で
に
散
逸
書
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

が
最
も
早
く
収
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
典
籍
は
、
唐
代
の
類
書
『
芸
文

類
聚
』（
歐
陽
詢
撰　

六
二
四
年
（
で
あ
る
。「
周
景
式
孝
子
伝
曰
、
古
有

二

兄
弟
一、
忽
欲
レ

分
レ

異
。
出
レ

門
見
二

三
荊
同
レ

株
、
接
レ

葉
連
一レ

陰
、
嘆

曰
、
木
猶
欣
レ

聚
、
況
我
而
殊
哉
。
還
爲
二

雍
和
一。」（「
巻
八
九
・
木
部

下
・
荊
」
汪
紹
楹
校　

上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
九
九
年
（。
こ
こ
に

は
、
田
真
と
い
う
名
は
な
く
、「
三
荊
同
レ

株
」
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
て
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
の
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
と
の
関
連
性
を
示
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
調
べ
た
中
で
は
、
周
景
式
の
生
没
年
は
未
詳
と
な
っ
て
お

り
、
彼
が
撰
す
る
『
孝
子
伝
』
に
つ
い
て
、
柳
瀬
喜
代
志
氏
は
「「
三
荊
」

故
事
源
流
考
」
の
中
で
、「
周
景
式
撰
孝
子
伝
（
以
下
に
は
「
孝
子
伝
」

と
記
す
（
に
関
す
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
清
の
茆
泮
林
輯

古
孝
子
伝
の
、
そ
の
書
題
下
注
に
は
「
安
周
景
式
孝
子
伝
、
隋
唐
志
皆
不

著
録
。」
と
記
し
、
そ
こ
に
は
、「
管
寧
」、「
荊
樹
連
陰
」、「
猴
母
負
子
」

と
題
す
る
逸
文
三
条
を
輯
録
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、「
孝
子
伝
」
に
つ
い

て
他
に
資
料
を
検
索
し
得
な
い
。
し
か
し
、
上
に
掲
げ
た
説
話
が
魏
晋
に

存
し
、
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
に
、「
三

荊
歓
同
株
、
四
鳥
悲
異
林
」
と
の
対
句
表
現
の
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。「
三
荊
」
の
一
句
は
、
上
の
説
話
を
典
拠
と
し
て
、
初
め
て

「
四
鳥
」
の
句
と
対
を
構
成
す
る
内
容
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」
と

述
べ
て
い
る
。

　

傍
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
柳
瀬
喜
代
志
氏
は
陸
機
の
「
三
荊
」
詩
句

は
、
周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
の
「
荊
樹
連
陰
」
と
い
う
説
話
を
典
拠
と
し

て
作
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
周
景
式
の
生
没
年
を
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
以
上
、
陸
機
は
周
景
式
の
影
響
を
受
け
た
、
あ
る
い
は
周
景
式

は
陸
機
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
結
論
を
出
す
べ
き

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
周
景
式
の
生
没
年
に
つ
い
て
調
べ
る

こ
と
に
し
た
。

　

熊
明
氏
の
「
魏
晋
南
北
朝
諸
『
孝
子
伝
』
考
（
5
（

論
」
に
よ
る
と
、
周
景
式
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に
つ
い
て
、
次
の
三
点
が
分
か
る
。
一
、
周
景
式
の
生
没
年
は
未
詳
。

二
、
周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
は
散
逸
書
と
な
っ
て
久
し
い
。
三
、
周
景
式

は
『
孝
子
伝
』
以
外
に
、『
盧
山
記
』
と
い
う
書
物
も
著
わ
し
、『
斉
民
要

術
』
に
引
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
『
斉
民
要
術
』
に
お
い
て
「
周
景
式
の
盧
山
記
に
い
う
、「
香
爐
峯
の
頂

に
大
盤
石
あ
り
。
數
百
人
が
座
れ
る
ほ
ど
な
り
。
山
石
榴
が
そ
の
上
に
垂

れ
る
よ
う
に
生
え
て
お
り
、
二
月
に
花
を
つ
け
る
。
花
の
色
は
石
榴
に
似

て
や
や
淡
紅
、
紫
の
萼
に
乗
り
、
奇
麗
な
こ
と
眩
い
ば
か
り
で
あ
る
（
6
（

。」

と
い
う
文
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
次
の
二
点
が
分

か
る
。
一
つ
は
、
周
景
式
が
『
斉
民
要
術
』
の
成
立
前
に
、
す
で
に
『
盧

山
記
』
を
著
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
斉
民
要
術
』
の
成
立
年

代
は
、
五
三
○
年
乃
至
五
五
○
年
の
間
と
推
定
さ
れ
、
即
ち
、
周
景
式
は

遅
く
て
も
五
五
○
年
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
つ
目

は
、
周
景
式
が
盧
山
の
周
辺
に
詳
し
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
盧
山
辺
り
に

住
ん
で
い
た
人
物
か
、
あ
る
い
は
、
一
時
は
盧
山
に
住
ん
で
い
た
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

条
件
を
周
景
式
と
盧
山
に
絞
っ
て
調
べ
る
と
、
清
代
に
編
纂
さ
れ
た

『
廬
山
志
』
で
、
次
の
三
点
を
確
か
め
た
。
一
つ
目
は
、
周
景
式
は
釋
慧

遠
の
後
に
『
盧
山
記
』
を
著
し
、
二
つ
目
は
、
釋
慧
遠
は
東
晋
の
人
で
あ

る
。
三
つ
目
は
、
釋
慧
遠
は
有
名
で
彼
に
つ
い
て
の
伝
記
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
（
（
（
る
。

　
『
東
洋
仏
教
人
名
事
典
』（
新
人
物
往
来
社　

一
九
八
九
年
（
に
よ
る

と
、
釋
慧
遠
は
生
没
年
が
三
三
四
年
～
四
一
六
年
、
盧
山
教
団
の
指
導
者

で
あ
る
。
ま
た
、『
高
僧
伝
』（
梁
・
慧
皎　

五
一
九
年
（
に
は
、「
東
晋

の
義
熙
十
二
年
（
四
一
六
年
（
に
亡
く
な
り
、
享
年
八
十
三
で
あ
っ
た
。

（
略
（
慧
遠
は
廬
山
に
居
を
定
め
て
か
ら
三
十
年
余
り
、
山
か
ら
外
に
出

る
こ
と
は
な
く
」（「
巻
六
・
義
解
篇
三
・
晋
の
廬
山
の
釋
慧
遠
」
吉
川
忠

夫
、
船
山
徹
訳　

岩
波
書
店　

二
○
○
九
年
（
と
書
か
れ
て
い
る
。
釋
慧

遠
は
四
一
六
年
に
没
し
た
。
彼
は
亡
く
な
る
ま
で
の
三
十
余
年
は
盧
山
に

定
住
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
三
八
五
年
頃
～
四
一
六
年
の
間
に

『
盧
山
志
』
を
著
し
た
と
推
測
で
き
る
。
周
景
式
は
そ
の
後
に
『
盧
山

記
』
を
著
し
て
い
る
の
で
、
上
限
は
三
八
五
年
頃
、
下
限
は
『
斉
民
要

術
』
作
成
の
五
五
○
年
の
間
に
活
動
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
陸
機
は
三

○
三
年
に
没
し
て
い
る
の
で
、
年
齢
か
ら
推
測
す
る
と
、
陸
機
は
周
景
式

撰
『
孝
子
伝
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
は
、
ほ
ぼ
な
い
と
判
定
で

き
る
。

　

よ
っ
て
、
陸
機
の
「
三
荊
」
詩
句
が
基
づ
い
た
典
拠
が
、
周
景
式
撰

『
孝
子
伝
』
の
「
荊
樹
連
陰
説
話
」
で
は
な
い
と
の
結
論
を
導
き
出
し
た

い
。

五
、
陸
機
の
「
三
荊
」
と
「
古
上
留
田
行
」
の
「
三
荊
」

　
「
古
上
留
田
行
」
に
つ
い
て
、
柳
瀬
喜
代
志
氏
は
「（
陸
機
「
豫
章
行
」（

の
李
善
の
注
に
は
、「
古
上
留
田
行
」
と
題
す
る
六
言
詩
」
が
あ
る
と
記

し
て
い
る
。
李
善
注
『
文
選
』（
六
五
八
年
（
で
、
次
の
内
容
が
確
認
で

き
た
。「
三
荊
歓
レ

同
レ

株　

古
上
留
田
行
曰
。
出
是
上
獨
西
門
。
三
荊
同

一
根
生
。
一
荊
断
絶
不
レ

長
。
兄
弟
有
二

両
三
人
一。
小
弟
塊
摧
獨
貧
。」

（「
巻
二
八
・
楽
府
下
・
陸
機
楽
府
一
七
首
・
豫
章
行
」
中
華
書
局　

一

九
七
七
年
（。

　
「
古
上
留
田
行
」
と
は
、
古
い
「
上
留
田
行
」
と
い
う
意
味
の
歌
で
あ

る
。
こ
の
歌
は
李
善
に
と
っ
て
は
古
い
歌
と
な
る
。
李
善
は
唐
代
の
人
な
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の
で
、
彼
に
と
っ
て
は
そ
れ
以
前
の
時
代
は
す
べ
て
古
い
時
代
と
な
り
、

こ
の
一
首
が
唐
以
前
の
ど
の
時
代
か
ら
現
れ
る
の
か
。
そ
し
て
ま
た
、
そ

の
出
現
は
陸
機
の
「
豫
章
行
」
よ
り
も
早
い
か
ど
う
か
、
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ

こ
で
、
中
国
の
隋
朝
ま
で
の
詩
作
を
集
め
た
詩
歌
総
集
『
詩
紀
』（
明
・

馮
惟
訥
輯　

聚
錦
堂
蔵
版　

萬
歴
（
を
見
る
と
、
以
下
の
も
の
が
出
て
き

た
。

　

①
「
漢
第
七
・
詩
紀
一
七
・
樂
府
古
辞
・
雑
曲
歌
辞
・
上
留
田
行
」

古
今
注
曰
、
上
留
田
、
地
名
也
。
其
地
人
有
下

父
母
死
不
レ

字
二

其
孤
弟
一

者
上、
隣
人
爲
二

其
弟
一

作
二

悲
歌
一、
以
風
二

其
兄
一。
樂
府

廣
題
曰
、
葢
漢
世
人
也
。

里
中
有
二

啼
児
一

似
類
親
父
子

回
レ

車
問
二

啼
児
一

慷
慨
不
レ

可
レ

止

　

②
「
魏
第
二
・
詩
紀
二
二
・
上
留
田
行
・
文
帝
」

居
レ

世
一
何
不
レ

同
上
留
田

富
人
食
二

稲
與
粱
一

上
留
田

貧
子
食
二

糟
與
糠
一

上
留
田

貧
賎
亦
何
傷
上
留
田

禄
命
懸
在
二

蒼
天
一

上
留
田

今
爾
歎
息
将
欲
二

誰
怨
一

上
留
田

　

陸
機
ま
で
の
詩
作
の
中
で
「
上
留
田
行
」
と
題
す
る
詩
は
、
計
二
首
あ

る
。
ま
ず
、
確
認
で
き
る
の
は
、
李
善
注
の
「
古
上
留
田
行
」
と
い
う
詩

作
は
、
陸
機
以
前
の
時
代
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
作
品

の
内
容
が
あ
ま
り
に
も
素
朴
な
の
で
、
正
式
に
一
首
の
詩
作
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
陸
機
以
後
の
詩
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

右
に
掲
げ
た
二
首
の
「
上
留
田
行
」
に
は
、
ま
ず
、「
三
荊
」
と
い
う

文
字
は
、
現
わ
れ
て
い
な
い
。

　

柳
瀬
喜
代
志
氏
は
、
一
首
目
の
冠
注
に
あ
る
『
古
今
注
』
の
注
釈
に
つ

い
て
、「「
三
荊
」
故
事
源
流
考
」
の
中
で
、「「
上
留
田
行
」
は
、
地
名
に

因
ん
で
起
っ
た
と
言
い
、「
そ
の
上
留
田
の
人
に
父
母
を
亡
く
な
っ
た
者

が
い
た
。
兄
は
弟
の
面
倒
を
見
な
い
。
か
く
て
、
隣
人
は
そ
の
弟
の
た
め

に
悲
歌
を
う
た
っ
て
そ
の
兄
を
諷
し
た
。」
と
原
話
を
説
く
。
そ
の
内
容

は
「
古
上
留
田
行
」
の
そ
れ
と
甚
だ
類
似
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
古
上
留
田
行
」
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
そ
の
成
立
年
代
と
作
者

が
す
べ
て
不
明
で
あ
る
。「
古
上
留
田
行
」
の
成
立
が
、『
古
今
注
』
よ
り

も
後
の
場
合
は
、『
古
今
注
』
に
注
釈
さ
れ
る
可
能
性
は
消
え
る
。
王
輝

斌
氏
の
推
測
に
よ
る
と
、『
古
今
注
』
は
崔
豹
が
太
傅
に
任
じ
ら
れ
て
い

る
間
、
つ
ま
り
、
晋
恵
帝
が
在
位
し
た
二
九
○
年
～
三
○
六
年
の
間
に
、

太
子
を
教
導
す
る
た
め
に
編
纂
し
た
教
科
書
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
て

い
（
（
（
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
詩
紀
』
に
は
、「
古
上
留
田
行
」
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
素
朴
な
民
歌
な
の
で
、
た
と
え
陸

機
の
「
豫
章
行
」
よ
り
成
立
が
早
く
て
も
正
式
に
詩
作
と
し
て
認
め
ら
れ

ず
、『
詩
紀
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、
私
は
上
記
一
首
目
の
冠
注
に
あ
る
『
古
今
注
』
の
注
釈

は
、「
古
上
留
田
行
」
に
対
す
る
注
釈
と
い
う
結
論
を
留
保
し
た
い
と
思

う
。
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ま
た
、
詩
作
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
上
記
二
首
目
の
魏
文
帝
（
曹
丕
（

作
の
「
上
留
田
行
」
も
、『
古
今
注
』
の
注
釈
に
合
致
し
て
い
る
。
曹
丕

の
生
没
年
は
一
八
七
年
～
二
二
六
年
で
、
年
代
の
上
か
ら
も
『
古
今
注
』

に
注
釈
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

　

特
に
、
曹
丕
と
曹
植
が
兄
弟
と
い
う
関
係
を
考
え
る
と
、
私
は
『
古
今

注
』
の
作
者
崔
豹
が
曹
丕
を
諷
す
る
た
め
に
そ
の
注
釈
を
書
い
た
が
、
前

朝
の
君
主
の
名
前
を
直
接
に
触
れ
る
こ
と
を
避
け
、「
隣
人
為
二

其
弟
一

作
二

悲
歌
一

」
と
、
歌
を
作
る
人
を
隣
人
に
変
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推

察
を
し
た
い
と
思
う
。

　

例
え
ば
、
王
輝
斌
氏
の
推
測
が
正
し
く
、『
古
今
注
』
が
太
子
の
教
導

の
た
め
に
作
ら
れ
た
教
科
書
と
す
る
な
ら
ば
、
民
間
の
兄
弟
不
和
に
つ
い

て
の
話
を
、
わ
ざ
わ
ざ
太
子
の
教
科
書
に
書
き
入
れ
る
意
図
は
、
私
に
は

理
解
し
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
、
現
在
の
と
こ
ろ
私
は
、「
古
上
留
田
行
」
が
陸
機
の
「
豫
章
行
」

に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
論
拠
を
見
つ
け
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
、「
古
上
留
田
行
」
に
言
わ
れ
る
話
が
、「
豫
章
行
」
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

六
、「
豫
章
行
」「
三
荊
」
の
典
拠

　
「
三
荊
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
現
れ
る
の
は
、
今
ま
で
調
べ
た
範
囲

内
で
陸
機
の
「
豫
章
行
」
で
あ
る
。
李
善
注
の
『
文
選
』
か
ら
、
そ
の
全

文
を
引
用
す
る
。

　
　

『
文
選
』「
巻
二
八
・
楽
府
下
・
陸
機
楽
府
一
七
首
・
豫
章
行
」

汎
二

舟
清
川
渚
一　
　
　

遥
望
二

高
山
陰
一

川
陸
殊
二

途
軌
一　
　
　

懿
親
将
二

遠
尋
一

三
荊
歓
レ

同
レ

株　
　
　

四
鳥
悲
レ

異
レ

林

楽
レ

会
良
自
レ

古　
　
　

悼
レ

別
豈
獨
今

寄
レ

世
将
幾
何　
　
　

日
昃
無
レ

停
レ

陰

前
路
既
已
多　
　
　
　

後
塗
隨
レ

年
侵

促
促
薄
暮
景　
　
　
　

亹
亹
鮮
二

克
禁
一

曷
為
復
以
レ

茲　
　
　

曾
是
懐
二

苦
心
一

遠
節
嬰
レ

物
浅　
　
　

近
情
能
不
レ

深

行
矣
保
二

嘉
福
一　
　
　

景
絶
継
以
レ

音

　

全
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
は
、
肉
親
の
生
別
れ

の
悲
し
み
を
歌
う
詩
作
で
あ
る
。「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
に
お
い
て
、
離
別

を
表
わ
す
の
に
何
故
「
歓
」
と
い
う
字
を
使
う
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
二

点
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
字
面
か
ら
下
の
句
「
四
鳥
悲
レ

異
レ

林
」
の

「
悲
」
と
対
句
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
二
つ
は
、
そ
の
次
の
句
「
楽
レ

会

良
自
レ

古
、
悼
レ

別
豈
獨
今
。」
で
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
会
う
時
の
喜
び

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
別
れ
る
時
の
悲
し
み
が
一
層
深
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
会
う
時
の
喜
び
と
、
別
れ
る
時
の
悲
し
み
を
、
対
の
概
念
で
表

す
こ
と
は
、『
古
今
楽
（
（
（

録
』
に
言
及
さ
れ
た
「
法
雲
曰
応
歓
会
而
有
二

別

離
一、
啼
将
別
可
レ

改
レ

爲
二

歓
将
楽
一

」
の
よ
う
に
、
以
前
か
ら
存
在
し
て
い

る
。

　

陸
機
以
前
に
も
民
間
に
兄
弟
和
睦
あ
る
い
は
兄
弟
不
和
を
説
く
話
が
あ

っ
て
も
、「
生
き
別
れ
を
悲
し
む
」
と
い
う
要
素
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を

「
三
荊
」
の
典
拠
と
し
て
は
不
適
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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柳
瀬
喜
代
志
氏
の
述
べ
る
よ
う
な
、「
兄
弟
同
居
の
異
聞
」
と
い
う
説

話
が
実
在
す
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
兄
弟
は
別
れ
て
い
る
の
で
は
な
く

「
同
居
」
し
て
い
る
の
で
、
生
き
別
れ
を
悲
し
む
と
い
う
要
素
は
入
ら
な

い
。
逆
に
、
兄
弟
不
和
を
説
く
説
話
が
あ
る
と
し
た
場
合
、
も
と
も
と
兄

弟
の
仲
が
悪
い
の
で
、
離
別
を
悲
し
む
と
い
う
解
釈
は
成
り
立
た
な
い
。

つ
ま
り
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
の
詩
意
に
相
応
し
い
の
は
、
兄
弟
の
仲
が

よ
く
て
も
別
れ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
兄
弟
が
そ
の
離
別
を
悲
し

む
話
の
み
と
言
え
る
。

　
「
古
上
留
田
行
」、
周
景
式
撰
『
孝
子
伝
』
の
「
荊
樹
連
陰
説
話
」、
及

び
呉
均
撰
『
続
斉
諧
記
』
の
「
田
真
説
話
」
の
原
文
を
参
照
し
て
分
か
る

よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
成
立
し
た
時
代
、
そ
れ
ら
の
原
型
と
な
る
話
の
存
在

の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、「
豫
章
行
」
の
「
三
荊
」
の
典
拠
に
は
相
応
し
い

と
は
言
い
難
い
。

　

ま
た
、「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
の
対
句
、「
四
鳥
悲
レ

異
レ

林
」
の
分
析
か
ら

判
断
し
て
も
、
違
和
感
を
覚
え
る
。

　

字
面
か
ら
見
れ
ば
、「
三
」（
奇
数
（
対
「
四
」（
偶
数
（、「
荊
」（
植

物
（
対
「
鳥
」（
動
物
（、「
歓
」
対
「
悲
」、「
同
」
対
「
異
」、「
株
」（
単

数
（
対
「
林
」（
複
数
（
と
の
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
句
は

す
べ
て
の
語
が
対
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
三
荊
」
が
民

話
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
し
た
場
合
、
そ
の
二
つ
の
典
拠
の
質
の
重
み

は
、
差
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。「
四
鳥
」
の
出
自
は
、『
孔
子
家
語
』
に

よ
る
。「
孔
子
在
レ

衛
。
昧
旦
晨
興
。
顔
回
侍
レ

側
。
聞
二

哭
者
之
声
甚
哀
一。

子
曰
、
回
、
汝
知
二

此
何
所
一レ

哭
乎
。
対
曰
、
回
以
此
哭
声
非
下

但
為
二

死

者
一

而
已
上、
又
有
二

生
離
別
一

者
也
。
子
曰
、
何
以
知
レ

之
。
対
曰
、
回
聞
、

桓
山
之
鳥
生
二

四
子
一

焉
。
羽
翼
既
成
、
将
分
レ

于
二

四
海
一。
其
母
悲
鳴
而
送

レ

之
。
哀
声
有
レ

似
レ

於
レ

此
。
謂
二

其
往
而
不
一レ

返
也
。
回
窃
以
二

音
類
一

而

知
レ

之
。
孔
子
使
三

人
問
二

哭
者
一。
果
曰
、
夫
死
家
貧
。
売
レ

子
以
葬
、
與
レ

之
長
決
。
子
曰
、
回
也
、
善
レ

於
レ

識
レ

音
矣
。」（「
巻
五
・
顔
回
一
八
」
宇

野
精
一　

明
治
書
院　

一
九
九
六
年
（。
こ
の
話
の
対
話
は
、
聖
人
孔
子

と
同
じ
聖
人
と
呼
ば
れ
る
弟
子
、
顔
回
の
間
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、「
三
荊
」
の
会
話
は
、
民
間
の
無
名
な
兄
弟
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ

て
い
て
、
そ
の
落
差
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
次
に
、「
四
鳥
」
は
親
子

の
生
き
別
れ
を
悲
し
む
話
、「
三
荊
」
は
兄
弟
の
間
の
話
で
あ
る
。「
四

鳥
」
の
親
子
と
同
じ
肉
親
間
で
の
対
の
概
念
と
な
る
が
、
生
き
別
れ
を
悲

し
む
と
い
う
要
素
は
入
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
三
荊
」
が
基
づ
い
た
典
拠
は
「
田
真
説
話
」

に
よ
る
の
で
は
な
く
、
他
に
存
在
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
至
っ

た
。

　
「
三
荊
」
の
典
拠
を
調
べ
る
た
め
に
、
主
に
「
四
鳥
」
の
典
拠
を
参
考

に
し
、
次
の
よ
う
に
条
件
を
設
定
し
た
。
一
、「
四
鳥
」
の
親
子
の
説
話

と
対
照
し
、
兄
弟
の
説
話
に
限
定
す
る
。
二
、「
三
荊
」
の
「
三
」
の
数

字
に
準
え
て
、
三
人
兄
弟
の
説
話
に
限
定
す
る
。
三
、「
四
鳥
」
典
拠
に

現
わ
れ
た
人
物
、
孔
子
と
顔
回
に
準
え
て
、
そ
の
範
囲
を
三
人
と
も
聖
人

と
呼
ば
れ
る
兄
弟
の
説
話
と
す
る
。
四
、
陸
機
の
「
豫
章
行
」
の
詩
意
を

参
考
に
し
、
生
き
別
れ
を
悲
し
む
話
に
限
定
す
る
。

　

条
件
を
絞
る
と
、
次
の
一
首
の
詩
作
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。「
周
太
伯

者
、
周
太
王
古
公
之
長
子
也
。
古
公
有
二

子
三
人
一、
長
者
太
伯
、
次
者
虞

仲
、
少
者
季
歴
。
季
歴
之
子
昌
、
昌
即
文
王
也
。
古
公
寝
レ

疾
、
将
レ

死
。

国
当
レ

有
レ

伝
。
心
欲
三

以
伝
二

季
歴
一、
乃
呼
二

三
子
一、
謂
曰
、
我
不
レ

起
二

此

病
一。
継
レ

体
興
者
、
其
在
レ

昌
乎
。
太
伯
見
三

太
王
伝
二

季
歴
一、
於
レ

是
太
伯
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與
二

虞
仲
一

俱
去
。
被
レ

髪
文
レ

身
、
以
二

変
形
一

託
二

為
レ

王
採
一レ

薬
。
後
聞
二

古
公
卒
一、
乃
還
奔
レ

喪
、
哭
二

於
門
外
一、
示
二

夷
狄
之
人
、
不
一レ

得
レ

入
二

王

庭
一。
於
レ

是
季
歴
謂
太
伯
、
長
子
也
、
伯
当
レ

立
、
何
不
レ

就
。
太
伯
曰
、

吾
生
不
二

供
養
一、
死
不
二

飯
含
一、
哭
不
レ

臨
レ

棺
、
不
孝
之
子
、
焉
得
レ

継
レ

父

乎
。
断
レ

髪
文
レ

身
、
刑
餘
之
人
也
。
戎
狄
之
民
也
。
三
者
除
焉
、
何
可
レ

為
レ

君
矣
。
季
歴
垂
涕
而
留
レ

之
、
終
不
レ

肯
レ

止
、
遂
委
而
去
。
到
二

江
海

之
涯
一、
吟
詠
優
遊
、
仰
覧
俯
観
、
求
二

膏
腴
之
処
一

、
適
二

于
呉
一、
率
以
二

仁

義
一、
化
レ

為
二

道
徳
一、
荊
越
之
人
、
移
レ

風
易
レ

俗
、
成
集
二

韶
夏
一、
取
象
二

中

国
一、
乃
太
伯
之
化
也
。
是
後
、
季
歴
作
二

哀
慕
之
歌
章
一、
曰

　
　

先
王
既
徂　
　
　
　
　

長
霣
二

異
都
一

　
　

哀
レ

喪
腹
心　
　
　
　

未
レ

写
二

中
懐
一

　
　

追
二

念
伯
仲
一　
　
　
　

我
季
如
何

　
　

梧
桐
萋
萋　
　
　
　
　

生
二

于
道
周
一

　
　

宮
館
徘
徊　
　
　
　
　

台
閣
既
除

　
　

何
為
遠
去　
　
　
　
　

使
二

此
空
虚
一

　
　

支
骨
離
別　
　
　
　
　

垂
二

思
南
隅
一

　
　

瞻
二

望
荊
越
一　
　
　
　

涕
涙
交
流

　
　

伯
兮
仲
兮　
　
　
　
　

逝
肯
來
遊

　
　

自
レ

非
二

二
人
一　
　
　

誰
訴
二

此
憂
一

」

（『
琴
操
』「
周
太
伯
」
※
一
部
の
字
は
他
の
版
本
に
よ
り
修
正
し
た
（

　
『
琴
操
』（
東
漢
・
蔡
邕
撰　

台
湾
商
務
印
書
館　

一
九
八
一
年
（
以
外

に
も
、『
古
今
楽
録
』（「
哀
慕
歌
」（、『
詩
紀
』（「
古
逸
第
一
・
詩
紀
一
・

哀
慕
歌
」（、『
欽
定
古
今
図
書
集
成
』（「
明
倫
彙
編
家
範
典
第
六
四
巻
兄

弟
部
芸
文
二
之
二
」
清
・
蒋
延
錫
ほ
か
編　

上
海
図
書
集
成
局　

一
八
八

四
年
（
に
お
い
て
、
同
話
が
確
認
で
き
た
（『
古
今
楽
録
』
は
『
琴
操
』

か
ら
、『
古
今
図
書
集
成
』
と
『
詩
紀
』
は
『
古
今
楽
録
』
か
ら
転
写
し

た
も
の
で
あ
る
（。

　

こ
れ
は
周
太
王
の
息
子
、
太
伯
、
虞
仲
、
季
歴
と
い
う
三
人
兄
弟
の
話

で
あ
る
。
三
人
は
徳
性
が
高
く
、
中
国
の
歴
史
上
、
聖
人
と
呼
ば
れ
る
人

物
で
あ
る
。
太
伯
と
虞
仲
は
、
父
で
あ
る
周
太
王
の
意
図
を
慮
り
、
家
督

を
弟
の
季
歴
に
譲
る
た
め
に
自
ら
故
郷
を
離
れ
た
。「
哀
慕
歌
」
は
、
弟

の
季
歴
が
兄
た
ち
と
の
別
離
を
悲
し
ん
で
作
っ
た
歌
で
あ
る
。
条
件
は
す

べ
て
揃
っ
て
い
る
。
内
容
の
重
み
は
、「
四
鳥
」
の
典
拠
と
ほ
ぼ
同
格
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
と
「
四
鳥
悲
レ

異
レ

林
」

は
、
字
句
の
面
か
ら
も
、
典
拠
の
内
容
ま
で
も
、
対
の
概
念
と
な
っ
て
い

る
。

　
「
哀
慕
歌
」
に
は
、
太
伯
と
虞
仲
は
荊
越
の
地
に
赴
い
た
と
書
か
れ
て

い
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、
荊
は
あ
る
植
物
を
指
す
だ
け
で
は

な
く
、
あ
る
地
域
を
指
す
代
名
詞
で
も
あ
（
（1
（

る
。
そ
し
て
『
史
記
』
に
よ
っ

て
、
太
伯
と
虞
仲
が
呉
国
の
始
祖
と
確
認
で
き
（
（（
（
た
。
ま
た
、『
漢
書
』
で

確
か
め
る
と
、
呉
の
国
は
昔
、「
荊
国
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
（
（1
（

た
。

　

陸
機
は
呉
国
の
名
門
の
出
身
で
あ
り
、
滅
ん
だ
祖
国
を
思
い
、
自
分
の

出
身
地
を
「
荊
」
に
喩
え
、
荊
蛮
の
地
に
行
き
、
後
に
呉
国
の
始
祖
と
な

る
太
伯
兄
弟
の
話
に
、
自
分
の
抱
負
を
託
す
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。

　

陸
機
以
後
の
文
人
が
、
彼
の
「
豫
章
行
」
の
詩
句
を
意
識
的
に
自
分
の

作
品
に
取
り
入
れ
る
の
は
、
そ
の
詩
句
に
対
す
る
一
側
面
か
ら
の
評
価
と

も
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。「
異
林
有
レ

悲
、
飛
鳴
斯
切
。」（「
上
東

宮
叙
南
康
王
薨
啓
」『
梁
簡
文
帝
集
校
注
』
南
朝
梁
・
蕭
綱
著　

肖
占
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鵬
、
董
志
廣
校
注　

南
開
大
学
出
版
社　

二
○
一
五
年
（。
こ
れ
は
簡
文

帝
が
高
祖
に
、
自
分
の
兄
弟
の
死
を
奏
上
す
る
文
章
で
あ
る
。「
異
林
有
レ

悲
」
は
、
高
祖
を
親
の
立
場
に
置
い
て
書
か
れ
た
句
で
あ
り
、
こ
れ
は
陸

機
の
「
豫
章
行
」
の
「
四
鳥
悲
レ

異
レ

林
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
ま
た
、「
四
鳥
悲
レ

異
レ

林
」
の
上
の
句
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
と

も
関
わ
り
、
簡
文
帝
自
身
が
兄
弟
の
死
を
悲
し
む
心
情
も
暗
に
含
ま
れ
て

い
る
と
も
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。「
四
鳥
怨
レ

離
レ

群
、
三
荊
悦
レ

同

レ

處
。」（「
梁
詩
巻
二
六
・
劉
孝
勝
・
冬
日
家
園
別
陽
羨
始
興
詩
」『
先
秦

漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
逯
欽
立
輯
校　

中
華
書
局　

一
九
八
三
年
（、「
同
レ

氣
三
荊
之
友
、
假
レ

寝
十
起
之
慈
。」（「
梁
・
劉
豫
章
集
・
上
東
宮
啓
」

『
漢
魏
六
朝
一
百
三
家
集
』
明
・
張
溥
編
著　

新
興
書
局　

一
九
六
八

年
（。
劉
孝
勝
と
劉
孝
儀
は
兄
弟
で
あ
り
、
簡
文
帝
の
幕
臣
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
詩
作
に
、
兄
弟
の
離
別
、
従
弟
と
の
死
別
に
「
三
荊
」
と
い
う

概
念
を
使
っ
て
い
る
。「
由
来
兄
弟
別
、
共
念
二

一
荊
株
一。」（「
北
周
詩
巻

二
・
庾
信
・
別
庾
七
入
蜀
詩
」『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（。
庾
信
は
中

国
南
北
朝
末
期
の
最
大
の
詩
人
と
言
わ
れ
る
。
彼
の
詩
作
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
そ
れ
は
彼
が
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株
」
の
典
拠
を
、「
兄
弟
離
別
の

話
」
で
あ
る
と
理
解
し
た
上
で
行
っ
た
改
作
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

　

本
稿
は
成
立
年
代
及
び
内
容
面
か
ら
陸
機
の
「
豫
章
行
」
の
詩
句
、

「
三
荊
」
の
典
拠
に
つ
い
て
再
検
討
を
し
た
。
そ
れ
は
「
古
上
留
田

行
」、「
荊
樹
連
陰
説
話
」、「
田
真
説
話
」
な
ど
で
は
な
く
、
周
の
太
伯
兄

弟
の
話
で
あ
り
、「
三
荊
」
は
陸
機
が
創
っ
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う
可
能

性
を
提
示
し
た
。
陸
機
は
西
晋
の
文
壇
を
代
表
す
る
文
人
の
一
人
で
、
そ

の
「
豫
章
行
」
を
収
録
す
る
『
文
選
』
も
中
国
に
現
存
す
る
最
も
早
い
詩

文
集
で
あ
る
。
奈
良
時
代
に
『
文
選
』
は
日
本
に
伝
わ
り
、
貴
族
の
教
養

と
し
て
必
読
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
後
の
日
本
文
学
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
た
。「
三
荊
」
の
出
自
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て
、『
文
選
』
の

代
表
的
な
注
釈
書
、「
李
善
注
」
や
「
五
臣
注
」
の
注
釈
姿
勢
に
つ
い
て

新
た
な
理
解
を
示
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
自
己
犠
牲
」
の
心
は
、
程
度
の
差
異
は
あ
る
に
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る

孝
行
説
話
に
通
じ
る
心
で
あ
る
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
周
景
式
が
陸
機
の

「
三
荊
」
の
典
拠
を
、
意
識
し
て
孝
子
伝
に
書
き
入
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
大
舜
、
漢
文
帝
の
話
を
超
え
る
ほ
ど
の
優
れ
た
孝
行
説
話
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
次
代
の
君
主
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
都
合

の
悪
い
孝
行
説
話
は
な
い
と
言
え
る
。

　

そ
れ
故
、
こ
の
説
話
は
、
時
代
が
流
れ
唐
代
に
入
る
と
、
政
治
色
の
強

い
類
書
の
中
で
変
形
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
置
か
れ
た
。
こ
の
こ
と

も
、「
田
真
説
話
」
が
後
の
時
代
の
類
書
の
中
で
、「
孝
」
や
「
孝
感
」
と

い
う
類
目
に
分
類
さ
れ
な
い
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
二
十
四
孝
研
究
の
一
環
と
し
て
、「
田
真
説
話
」
の
成
立
、
唐

代
の
類
書
に
見
ら
れ
る
そ
の
説
話
の
変
容
、
中
国
で
す
で
に
逸
書
と
な
っ

た
『
琱
玉
集
』
と
の
相
関
関
係
、「
田
真
説
話
」
の
草
子
物
の
変
遷
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　

読
解
の
便
宜
を
図
っ
て
、
一
部
の
資
料
は
私
に
字
体
の
変
更
・
傍
線
・

句
読
訓
点
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。

注（
（
（　

柳
瀬
喜
代
志
「「
三
荊
」
故
事
源
流
考
」『
学
術
研
究
』「
国
語
・
国
文
学
編
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第
三
一
号
」
早
稲
田
大
学
教
育
学
部　

一
九
八
二
年
。

（
（
（　

黒
田
彰
氏
は
『
孝
子
伝
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版　

二
○
○
一
年
（
の
中

で
、「
周
景
式
孝
子
伝
か
ら
続
斉
諧
記
へ
展
開
し
て
ゆ
く
意
味
な
ど
、
柳
瀬
喜

代
志
氏
の
「「
三
荊
」
故
事
源
流
考
」
に
詳
し
く
、
参
照
さ
れ
た
い
。」
と
述
べ

て
い
る
。

（
3
（　
『
五
臣
集
注
文
選
』
景
印
宋
本
「
巻
一
四
・
楽
府
・
豫
章
行
」（
梁
・
簫
統
編

　

唐
・
呂
延
濟
、
劉
良
、
張
銑
、
呂
向
、
李
周
翰
注　

台
北
国
立
中
央
図
書
館

　

一
九
八
一
年
（
に
「
三
荊
歓
レ

同
レ

株　

良
曰
、
三
荊
、
三
枝
共
本
也
。
昔
有
二

田
廣
田
真
田
慶
兄
弟
三
人
一、
将
別
、
無
二

以
分
一。
明
日
欲
レ

分
二

庭
有
荊
樹
一。
荊

樹
経
レ

宿
萎
黄
。
乃
相
謂
曰
、
荊
樹
尚
然
、
況
我
兄
弟
乎
。
遂
不
レ

分
。
荊
復
悦

茂
。
故
云
歓
レ

同
レ

株
。」
と
田
真
説
話
を
引
い
て
い
る
。

（
4
（　

梁
・
呉
均
『
続
斉
諧
記
』
増
訂
漢
魏
叢
書
載
籍
第
七
一
冊　

清
・
王
謨
輯　

乾
隆
五
七
年
序
刊
。

（
5
（　

熊
明
「
魏
晋
南
北
朝
諸
『
孝
子
伝
』
考
論
」『
古
籍
研
究
』　

二
○
一
四
年

（
一
（に
「
周
景
式
『
孝
子
伝
』。『
隋
志
』
等
史
志
書
目
並
無
著
録
。
周
景
式
、

生
平
不
詳
、『
斉
民
要
術
』
巻
四
『
安
石
榴
第
四
十
一
』
有
引
周
景
式
『
盧
山

記
』
者
、
則
其
又
著
有
『
盧
山
記
』
一
書
。
周
景
式
『
孝
子
伝
』
佚
文
、
茆
泮

林
有
輯
、
録
於
『
十
種
古
佚
書
』
中
、『
龍
谿
精
舎
叢
書
』、『
叢
書
集
成
初
編
』

転
録
茆
氏
所
輯
。
周
景
式
『
孝
子
伝
』
久
佚
、
其
佚
文
散
見
諸
書
征
引
（
周
景

式
の
『
孝
子
伝
』
は
、『
隋
志
』
等
の
史
志
書
目
に
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

周
景
式
の
生
涯
に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
い
。『
斉
民
要
術
』
巻
四
の
『
安
石
榴

第
四
十
一
』
に
周
景
式
の
『
盧
山
記
』
を
引
い
て
い
る
の
で
、
則
ち
彼
が
『
盧

山
記
』
と
い
う
書
籍
を
著
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
周
景
式
の
『
孝
子
伝
』
の
逸

文
は
、
茆
泮
林
に
よ
っ
て
、『
十
種
古
佚
書
』
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
龍

谿
精
舎
叢
書
』、『
叢
書
集
成
初
編
』
は
、
茆
氏
が
収
録
し
た
内
容
を
引
用
し
て

い
る
。
周
景
式
の
『
孝
子
伝
』
は
、
逸
書
と
な
っ
て
久
し
い
。
其
の
逸
文
は
諸

書
の
引
用
に
散
見
さ
れ
て
い
る
。（」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
（　

後
魏
・
賈
思
勰
『
斉
民
要
術
』「
巻
四
果
樹
類
・
第
四
一
・
安
石
榴
」（
西
山

武
一
、
熊
代
幸
雄
訳　

農
林
省
農
業
総
合
研
究
所　

一
九
五
七
年
（
に
所
収
。

（
（
（　

清
・
毛
徳
琦
『
廬
山
志
』（
順
徳
堂
刊　

同
治
十
二
年
補
刊　

康
煕
五
九
年

序
（
に
、
次
の
条
が
記
さ
れ
て
い
る
。「「
補
刊
廬
山
志
板
跋
後
」
自
レ

晋
迄
レ

今
、
跡
難
二

殫
述
一。
非
レ

志
無
三

以
括
二　

山
之
全
一

也
。
慧
遠
初
志
、
周
景
式
続

志
、
遠
不
レ

可
レ

稽
／
乾
隆
五
十
八
年
、
歳
在
二

癸
丑
仲
冬
上
澣
一　

秣
陵
龔　

華

塍
氏
謹
書
レ

於
二

六
老
堂
一。「
白
潢
序
」
廬
山
旧
志
、
始
レ

自
二

東
晋
慧
遠
一、
又
景

式
而
下
十
余
家
、
皆
失
レ

伝
／
康
熙
五
十
有
九
年
歳
次
二

庚
子
一　

六
月
葢
平
白

潢
序
。「
詩
文
爵
里
姓
氏
考
」
晋　

周
景
式　
（
略
（　

釋
慧
遠
（
有
レ

伝
（

（
略
（」。

（
（
（　

王
輝
斌
「
西
晋
時
期
的
樂
府
詩
批
評
─
─
以
『
荀
氏
録
』
与
崔
豹
『
古
今

注
』
為
研
究
重
点
」（『
寧
夏
師
範
学
院
学
報
』「
社
会
科
学
・
第
三
四
巻
第
四

期
」　

二
○
一
三
年
（
に
「
劉
孝
標
注
引
『
晋
百
官
名
』
曰
「
崔
豹
字
正
熊
、

燕
国
人
、
晋
恵
帝
時
官
至
太
傅
（
丞
（。」
拠
此
可
知
、
崔
豹
字
正
熊
、
今
河
北

人
、
晋
恵
帝
（
二
九
○
～
三
○
六
（
時
曾
官
至
太
傅
。（
劉
孝
標
は
注
釈
に

『
晋
百
官
名
』
を
引
い
て
、「
崔
豹
、
字
は
正
熊
、
燕
国
の
人
で
あ
る
。
晋
恵

帝
の
時
に
太
傅
（
丞
（
と
い
う
官
職
に
至
っ
た
。」
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て

分
か
る
の
は
、
崔
豹
、
字
は
正
熊
、
今
の
河
北
人
で
あ
る
。
晋
恵
帝
（
二
九
○

～
三
○
六
（
の
時
に
か
つ
て
太
傅
と
い
う
官
職
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。（」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
（
（　

隋
・
釋
知
匠
『
古
今
楽
録
』
清
・
黄
奭
學
輯　

漢
学
堂
叢
書
巻
五
○
子
史
鈎

沈
逸
書
考　

清
刊
。

（
（0
（　

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店　

二
○
○
七
年
（「
荊　
〔
説
文
〕

荊
、
楚
木
也
〔
本
草
〕
釈
名
、
黄
荊
、
小
荊
、
楚
、
時
珍
曰
、
古
者
刑
杖
以
レ

荊
、
故
字
従
レ

刑
、
其
生
成
叢
而
疎
爽
、
故
又
謂
二

之
楚
一、
云
云
、
荊
楚
之
地
、

因
二

多
産
一

此
名
也
」。

（
（（
（　

西
漢
・
司
馬
遷
『
史
記
』
五
・
世
家
上
（
吉
田
賢
抗　

明
治
書
院　

一
九
七

七
年
（「
呉
太
伯
、
太
伯
弟
仲
雍
、
皆
周
太
王
之
子
、
而
王
季
歴
之
兄
也
。
季

歴
賢
、
而
有
二

聖
子
昌
一。
太
王
欲
下

立
二

季
歴
一

以
及
上
レ

昌
。
於
レ

是
太
伯
・
仲
雍

二
人
、
乃
奔
二

荊
蛮
一、
文
身
断
髪
、
示
レ

不
レ

可
レ

用
、
以
避
二

季
歴
一。
季
歴
果

立
。
是
為
二

王
季
一。
而
昌
為
二

文
王
一。
太
伯
之
奔
二

荊
蛮
一、
自
号
二

句
呉
一。
荊
蛮
義

レ

之
、
從
而
帰
レ

之
千
餘
家
、
立
為
二

呉
太
伯
一。
太
伯
卒
、
無
レ

子
。
弟
仲
雍
立
。

是
為
二

呉
仲
雍
一

」（「
巻
三
一
・
呉
太
伯
世
家
第
一
」（。

（
（（
（　

漢
・
班
固
『
漢
書
』（
宋
慶
元
本　

朋
友
書
店　

一
九
七
七
年
（「
会
稽
郡
、

秦
置
。
高
帝
六
年
爲
二

荊
国
一

、
十
二
年
更
二

名
呉
一

」（「
巻
二
八
上
・
地
理
志
第
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八
上
」（。

　
［
付
記
］

　

本
稿
は
、
藝
文
学
会
令
和
三
年
度
春
季
研
究
発
表
会
に
お
け
る
口

頭
発
表
を
も
と
に
修
正
加
筆
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
貴
重

な
ご
意
見
を
賜
っ
た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本

稿
は
潮
田
記
念
基
金
に
よ
る
慶
應
義
塾
博
士
課
程
学
生
研
究
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
ち
ょ
う
・
で
き
ひ
（


